
広報とままえ ９月号　 頁

　

加
年
金
の

は

２
０
０

加

料
を

め
た
月

の

で

さ
れ
ま
す

　
例

加

料
を
５
年
間

　
カ
月

め
た
と
き
の

加

６０料
総

の
２

４
埀
０
０
０

４

０
０

　
カ
月

に
対
し

　

６０

６５

か
ら

年
金
と
あ
わ
せ
て

さ
れ
る

加
年
金
の

は
年

１

２
埀
０
０
０

２
０
０

　６０

カ
月

と
な
り
ま
す

加
年
金
を

２
年
間

す
る
と

し
た

加

料
総

と
同

に
な
る
た
め

２
年
間
で
元
金
が

て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す

こ
れ
は

加

料
を
　
年

め
た

　

年

め
た

１０

４０

に
つ
い
て
も
同

こ
と
が

ま

す　

加
年
金
は

年
金
と

あ
わ
せ
て

で
き
る

年
金
で

す　
た
だ
し

の
上
下
に
対

し

た

ス
ラ
イ
ド

度

や

は
あ
り
ま
せ
ん
が

年
金
と
あ
わ
せ
て

さ
れ
る

こ
と
か
ら

繰
上
げ

ま
た
は
繰

下
げ

を
し
た
と
き
に
は

本
体

の

年
金
と
同

合
で

ま
た
は

さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す

　

加

料
を

め
ら
れ
る

は

次
の
と
お
り
と
な

て
い
ま
す

　

加

料
の

は

し

ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
が

を
過

る
と

す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

　
一

や

に
な
る

前

度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

は

月

日

日
・

日
の
場
合
は

業
日

で
す

加

料
の
手

き
と

は

お
住
ま
い
の
市

町

の

民
年
金

の

ま
た
は
住

地
を

す
る

年
金

務

と
な

て
い
ま
す

　
な
お

加

料
を

し
て

い
る

は

い
つ
で
も

の
と
き

に

し
出
て

そ
の

を
や
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が

そ
の
場
合
で

も

け

て
に
は
な
ら
ず

年
金

に
上

せ
さ
れ
ま
す

　
・

　
緯
　
倆
２
２

３

４

　
・

年

緯

４
倆
　
倆

２

４３

　戦 では 内 めてとなる北海道 主催の 道行 成

研 会が本町の苫前 を に実施されることが ま た

　 道行 成研 会とは んどしとハチマキ で海に り 心

についた れ（けがれ）を い（はらい）清める みそ 行

のことで 道内の や みそ に のある など約40名が

本町で２日間に り実施 昨年の11月に苫前 の （ ）に

した 川 さんも みそ を行う

　 んどしとハチマキ で海に る みそ は １日 の９月24

日（ ）は ２時30分 ２日 の 2日（水）は 前６時30分

と 前10時 の合 ３回 場 はとまま 夕 ヶ ホワイトビーチ

で行われる

　 　　平成2年９月24日（ ）～９月2日（水）

　 　　苫前

　　　　　　とまま 夕 ヶ ホワイトビーチ

　　 道行 成研 会や みそ 行 の や 明な

があれ 苫前 の 川 さん（緯 64 2431）

まで い合わせを
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　８月１日（木）に日本 北海道 部より 種 に対し

かつ的 に 活 を行うため

車 が されました

　本車両は 同 部苫前町分 地 で

生する や その を

する に対し 活 や 資

の の 活 を に実

施するために活用されます
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今
月
の
担
当
は
神
田
保
健
師
で
す

　 一次 頭 とは 査にて となる が しな

い場合の頭 の総 で 慢 頭 の９ が一次 頭 と

てよい 一次 頭 の 名は 頭 頭

頭 などがある

【 】は頭 部の から る慢 頭 でその

み は め け が主体であるが なんとなく

しいという 度から 経 のようにズキンと頭に く

場合まで である

【 】は１～ ヶ月に１～２回 的にこめかみや

を中心に こる （ズキンズキン ン ン）

の い頭 で30 代の女 に多い 頭 作は４

～ 2時間 するとされ だいたいは一 ると楽に

なる

【 】は１～２年に１回 の わり に１ヶ月

間 日同 ような時間に の の にし られる

ような い みが こり １時間 度 する １日

２ ３回の 者が多い 30 前 の に多く

中に こる場合が多い

【 】はクモ 下出

内 など の が な

を み する しい頭

今まで経 したことのない頭

に進行する頭 などでは 次

頭 を い 査が である

の

　

　

には ４月に

を しています

　町で４月に実施した大 がん を けること

ができなか た は クー ン に同 しました

手 （リーフレット） と 大 がん の

内 の説明を んで 11月にある町のがん

の 会に 利用しまし う

　なお 関で 師の により町の大 が

ん ではなく で

査を けられている は

今 も どおりに

関で 査を けることをお

勧めします

　 緯

の

６ ０ ０

ロロ
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　苫前町や北海道に かりのある作家とその作品についての講 を開催します

　苫前町は 三浦綾子さん さんをは め 著名な作家と関わりが いまちです

　作品を んだことがある または んだことがない がある 大 です 非お い合わ

せのう お しください

　 　　９月26日（木）　1 00～20 30

　 　　苫前町 民館

　 　　一 町民の

　　９月20日（金）までに 民館 電

　　　　　または お し みください

　 　　 団 人北海道文学館

　　　　　　　　　 　平 　一良　

　 　　苫前町 民館

　 　　 団 人北海道文学館

町 の

場びの広学

の す

苫前
６５ ０ ６ ６５ ２２０

とまま の をみんなで楽しく け けよう

　 　　９月2日（日） 小雨 行

　　　　　  ８ 30　開会  ９ 00

　 　　苫前町 苫前小学

　　苫前町 苫前小学 回 ース

　 　　子どもから高 者まで

　 　　１ ・２ ・３ ・５

　　小中学生 １人 100 　高 生以上 １人 300

　　９月1日（木）までに 民館 電 または

お し みください

　　　　　 その しくは回 でお知らせします

第 ６回 苫前町民 ソ 大会

ース

の

　 子（ 下 子）は プロ ルフ ーと結 し 子が一人いる は 人 に り り 子はまと

もに かずいわ る ート そして当年と て の 子は家を び出した び んだ は 年

前から に けていた大 演 の旅一 である そこにいたのは 長の千羽 （ ）と い女 員り

ん（ ） の 員は 長の でやめてしま て るはこの三人だけである まさしく一 を て

す に のお さんがや てきた 果たして千羽 一 の は

　大 演 を に繰り広げられる人 の

　 　　11月10日（日）　開場 14 30　開演 1 00

　 　　苫前町 民館

出 者　　 下 子・ ・ 　

　　全 自 　一  2000 （当日 2 00 ）

　　　　　　　　　　　　高 生以下 1000 （当日 1 00 ）

　　　　　　　　　　　　 未 学 の 同 ・ 場は ください

　 　　とまま 賞友の会 苫前町 苫前町 委員会

　 　　（ ）北海道文化 団

　 　　（ ）地

前 は 町内 で 中

　（前 りで した場合は 当日 は しません）
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つくろう健康　幸せの未来づくり

ービ の ービ の

　 で利用できるサービスには （ ）と施設 の２種 があります

ー に い

　 のサービス利用をするには 苫前町が行う を ける があります

　 とは どの 度の サービスが かを するための審査で の

度により サービスの けられる や内 が なります

の ー け の れ

《 ー スの 》

日常生活で常に が で での が な場合に し な
サービスを けることができる

リハビリに を いた を な が ケアと を けることが
できる

は しているものの 長 間にわたり や が な が利用す
ることができる

《 ー スの 》

日常生活の や家 （ヘルパー ）

師 によ て行われる 上の は の

師や 師 が し 上の や を ける

デイサービスセンターで ・食 ・ を日 りで利用

人 施設などに短 して 食 ・ などの や が
けることができる

知 のため を とする高 者を５～９人で共同生活を 住 に
おいて を行う（ ２以上の が対 ）

有料 人ホーム で サービスを けることができる者

車いす・特 ・ ずれ 用 ・手すり・スロープ・ 行器・ 行
つ ・ 知 人 知 器・ 用リフトを

用 の を１年度間に10 を 度として （ は９
が 度）

生活環 を るための小 模な住 に対して上 20 まで住
を （ は18 が 度）

い 苫前町 し 緯０６ ６ ２２５（ ２２６）

《 の 》

６）サービス利用
　

ま

１）申請書の提出
　

ま

ま

２）認定調査
　 ま

ま

５）ケアプラン作成
　

ま

４）認定・結果
　

と

ま
ま

３）審査・判定
　 と

ま

ケアプランとは
　

え
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　 の行 全 についての ・その手 やサービス

の や 見・ などを から行 委員がお

きし 関 行 関など なあ せん（間に て

をうまく り つこと）を行い その や実 の

進を るとともに の を行 の 度や の

にいかすことを 的に行われています

　 いただける

とともに 者の は く ります

　苫前町 古丹別に設 されたグループホーム優

の利用 についてお知らせします なお は

施設（緯 6 3013） お い合わせ下さい

施設の いて

緯

あなたが に わないために

　・ 前にヒグマの出 を する

　・一人では野 に らない

　・野 では を出しながら く

　・ いときには行 しない

　・フンや を見たら き す

　・食 や ミは ず ち る

部

　 学 生活 （イベント・

行 など）の３つから選 して を ることがで

きる苫前町のメール サービス

　 の ードを 電 で

み り メール みを選

メールアドレスを するだ

け

　パソ ンで される は次の

より をお いします

（ ）
　

　・   や のお知らせ 町

内での 審者 など

　・学   学 での行 内（参 日

会・体 学芸会・文化 など）

　・生活   町内で開催されるイベントや講

などの行 内

明な は下記まで連 をお いします

を 

緯

名

苫前町 古丹別24グループホーム優
　者　

１８名９名１

ルー ー （ 同生 ）

の
（ ）～ ０ （ ）

まままままままままままままま

　 　10月1日（ ）

　 　 　・ 　10 00～11 30

　　　　　　 センター １

　　　　　・ 　13 30～1 00

　　　　　　 民館 農 研

　 　 　 川 加代子 行 委員

　 　 の 約は です

会場にお し下さい

１１１１

　この時 は の 生や天 が になるなど を

すおそれがある時 です

　 だけではなく 中 雨や地 などの にも対 で

きるよう ておきまし う

今今 のの ！！

き 、
きの
で き

 の  
の

の は す

こんなことを
してほしい

制度や仕組み
がわからない

きのきの
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　北海道 会連合会（道 連）では

市町 を対 に一 料 を行 ており 当町

でも 料 を実施されることとなりました

もし に に関する がありましたら 非

お にお し みください なお には 前

約が となります

・ 　　 　10月24日（木）　 １時～ ４時

・ 　　 　苫前町 民館農 研

・ 　 まわり 金 務

　　　　　　　　　　　（緯 0164 42 3341）

・ 　 （ ）

　　　　　　　（ まわり 金 務 ）

の

　 川 会に する

が本町で 料 を

開催することとなりました

　 務 ・ 民

など 広い

に対 しますので この

会を利用し 日 の悩みについてお に

ください

・ 　　 　９月2日（水）　 １時～ ４時

・ 　　 　苫前 センター　１

・ 　 川 会 務

　　　　　　　（緯 0166 1 2）

に
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出

　全 北海道 団は 道内の 者の を 的に活

しておりますが 道北地 の 住者では まだ多くの 者が

されていないと われます

　ついては 道北説明会 を開催し 説明や 別 会

も行いますので お に 場ください

　 　

者者生

０人０人０

者者生

５人０人２

５

の

緯

 

の

どちらも 約 ですので 前に

電 約をお いします

　町では を した を次のとおり しています

　 対 地 にお住まいの の 的な参加協 をお いします

　９月28日（土） ９時30分～12時

　三 地 の住民

　　　 　

・ を げるサイレンを スピーカー

から しますので 自 から最 りの 場

は で をして下さい

緯

の

・ ス

・ ン ー

・ ン ー

・ ー ンプ

・

　

　
大
　
川
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★ 苫前小学校児童の作品 ★

スーパーボールめ

いろを作ってみた

ら、ゴールにいけ

るところがいっぱ

いありました。が

んばってめいろを

かんせいできて

うれしかったです。

いろをぬるところをい

ちばんくふうしました。

うまくできてうれしかったです。

とんぼをたてるのがい

ちばんくろうしたけど、

『ぼくのこんちゅう』

１年

やまぐち たいが くん

『うさぎちゃんのたんじょうび』

１年

むらいえま さん

『スーパーボールめいろ』

２年

岩井けいご くん

うれしいです。フェルトを切るのが、む

ずかしかったです。

お花ばたけのように作

ることができてとても

と木を作るのがむずかしかった。絵を

かいたりいろいろくふうをした。

タンポポは自分で作っ

た。コビトを作ること

くどうぶつやおり紙をはってかざりつ

けできたことです。

作ってうまくできたと

ころは、ピンをかわい

『コビトかんさつキット』

３年

松岡　 泰知  くん
た い ち

『お花ばたけのちょきんばこ』

３年

山口　 優育  さん
ひ な り

『ゴ ル フ』

２年

いのまた まひろ さん

ビ ー ダ マ が

ジェットコ―ス

ターのコースを

ちゃんと通れる

ように調整する

ことをがんばり

ました。大事にし

て遊びたいです。

レートはストローをつ

けるのが上手にでき

た。ハンガーをつかう

など工夫できました。

キッチンペーパーかけは

みつあみが、フォトプ

たけどうまくいってよかった。

りんかくをつくってさ

すのがとても大変だっ

『ビーダマジェットコースター』

４年

加賀谷 柊次  くん
しゅうじ

『フォトプレートとキッチンペーパーかけ』

５年

関野　 洋人  くん
ひ ろ と

『フェルトで作ったカエルとクマ』

６年

佐藤　 真奈  さん
ま な

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます

１　等　３億３千万円×１３本！

　　　　（発売総額３９０億円・１３ユニットの場合）

前後賞　３千万円×２６本！

　　　　（発売総額３９０億円・１３ユニットの場合）

※サンキューオータム賞３万９千円も６万５千本！

　　　　（発売総額３９０億円・１３ユニットの場合）

９月２０日(金)発売！（売り切れしだい販売終了）
(販売期間：９月２０日～１０月１１日)

抽選日は１０月１８日(金)
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